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都市再生整備計画 事後評価（糸魚川駅北地区）について 

 

市の策定した計画に対して、委員の皆さんから次のとおり事後評価をお願いいたします。 

 

１ 都市再生整備計画とは 

  地域の特性を活かしたまちづくりを効果的に実施し、地域住民の生活の質向上と地域の活性

化を図るため市町村が作成する計画で、ハード・ソフト事業の両面から市の創意工夫を活かし

たまちづくりを計画することで、計画区域の再生を効率的に推進し、計画事業に対しては交付

金による財政支援を受けることができるものです。 

 

２ 都市再生整備計画事業の事後評価 

  事後評価は、整備計画によって得られた成果やその実施過程などを、客観的に評価分析し、

市民の皆さんにわかりやすく説明することを目的としています。 

 

３ 糸魚川駅北地区 都市再生整備計画の概要 

駅北地区都市再生整備計画は、平成 28 年に発生した駅北大火における「復興まちづくり計

画」に基づき、復興計画における方針である「にぎわいのあるまち」「住み続けられるまち」に

関連する施策事業を中心に記載しています。 

・計画期間 ：平成29年度～令和３年度 

・事 業 費 :５８４.９百万円（国費率４０～５０％） 

・主な内容 ：地域生活基盤施設（情報板） 

地域交流センター（駅北広場キターレ） 

観光交流センター（ﾄﾜｲﾗｲﾄｴｸｽﾌﾟﾚｽ車両の再現･ＳＬくろひめ号設置） 

まちづくり活動推進事業（にぎわい創出人材育成事業） 

 

４ 事後評価の流れ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料№１ 

目標の達成状況や実施過程の検証（市） 

今後のまちづくり方策の検討（市） 

事後評価 

① 事後評価原案の作成（市） 

② 原案の市民への公表（パブリックコメントの実施） 

③ 第三者による意見聴取 

 
 
 

結果のまとめ、公表と国への報告（市） 

※中立、公平な立場で総合的な意見を 

いただき、今後のまちづくり方策に 

反映 

 

事後評価や糸魚川駅北地区都市再生整備計画の概要説明 

第２回 都市計画審議会 

第１回 都市計画審議会（本日） 



           資料№２ 

１ 計画目標 

本計画では、「復興からの糸魚川駅北地区のにぎわいづくり」を大目標として、３つの目標と指標を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業一覧 

 主に、次の6つの事業を実施しています。 

事業名 事業写真 事業内容 

１ 案内看板の設置 

（事業費 33.5 百万円） 

 

 

【地域生活基盤施設(情報版)】 

 来街者が目的地にわかりやすくたどり着き、気軽にまち歩きができるよう、新

たに整備した道路や遊歩道を利用し探索できる案内看板を４２か所設置。 

 

２ 駅北広場キターレ 

（事業費 382.2 百万円） 

 

 

【高次都市施設(地域交流センター)】 

 様々な利用や活動を通じて市民が集い気軽に憩う場として、また駅北大火の記

憶を伝承する場として、令和２年４月に供用を開始。 

市民によるまちづくり活動を支援することで、市民交流が促されること等を基

本方針として運営（指定管理者制度）。 

復興からの 
糸魚川駅北地区の 
にぎわいづくり 

目標１ 

大目標 

若者や子供世代が訪れたくなるような施設整備と運営企画
を目指し、ヒトづくりとマチづくりの「交流の場づくり」を図る 

目標３ 

回遊性を高めることによりまちなか全体を歩いて楽しめるに
ぎわいの創出を目指す 

目標２ 

市内外からの誘客を図るため、既存施設の拡充や、にぎわい
を創出する広場など施設の整備を図る 

糸魚川駅北地区 都市再生整備計画の概要   

指標  まちなか歩行者数（本町通り） 

従前値（H29）  
240 人/日 

目標値（R3） 
481 人/日 

指標  ジオパル来館者数 

従前値（H29）  
280 千人/年 

目標値（R3） 
332 千人/年 

指標  まちづくり団体による地域 
活性化活動への参加者数 

従前値（H29）  
270 人/年 

目標値（R3） 
560 人/年 
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           資料№２ 

事業名 事業写真 事業内容 

３ トワイライトエクスプレス車

両の再現及びＳＬくろひめ号の

設置 

（事業費 84.2 百万円） 

【高次都市施設(観光交流センター)】 

 糸魚川ジオステーションジオパルは、鉄道ジオラマなど鉄道ファンが多く集ま

る場所であり、更なる魅力向上により集客力を高めるため、かつて大阪札幌間を

運行していたトワイライトエクスプレスの備品を利用した再現車両と市内の工場

で活躍したＳＬくろひめ号を展示。 

トワイライトエクスプレスでは食事ができる等、活用を図っている。 

４ まちなか駐車場 

（事業費 52.4 百万円） 

 

 

【地域生活基盤施設(駐車場)】 

 利便性向上により駅北エリアへの集客を促すため、駐車場（28 台）を整備。 

 

５ 花いっぱい推進事業 

（事業費 0.6 百万円） 

 

 

【まちづくり活動推進事業】 

 市民の皆さんが花植え活動に参加することで、住民同士の交流を図るとともに、

まちづくり活動に関わるきっかけとなることを目的に、駅北エリア住民により実

施。 

 

６ にぎわい創出人材育成事業 

（事業費 30.0 百万円） 

 

 

 

 

【まちづくり活動推進事業】 

 

 主体的に活動し、まちづくりを担う人材の発掘と育成を目的に、まちづくりシ

ンポジウムや実際の空き店舗の再生を通じて新たな事業を検討するリノベーショ

ンスクールを開催。令和元年７月から、駅北地区の新たなまちづくりに向けて「駅

北まちづくり会議」を設置し、駅北まちづくり戦略を策定。 

・平成 30 年度：シンポジウム３回４会場（延べ 240 人）／リノベーションスクール 

       駅北まちづくり市民会議（7回） 

・令和元年度：シンポジウム２回（延べ 80 人）／リノベーションスクール 

       駅北まちづくり会議（延べ 17 回） 

・令和２年度：駅北まちづくり会議（延べ 12 回）、戦略策定 
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糸魚川駅

日本海

糸魚川地区
公民館 復興住宅

本町通り

５ 花いっぱい推進事業

６ にぎわい創出人材育成事業

キターレ

国道８号

３ ﾄﾜｲﾗｲﾄｴｸｽﾌﾟﾚｽ
車両の再現及びSL
くろひめ号の設置

都市再生整備計画区域

駅北復興まちづくり計画区域
居住誘導区域 １ 案内看板の設置

２ 駅北広場キターレ

都市機能誘導区域

４ まちなか駐車場

事業位置図

被災地域
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都市再生整備計画 （青海地区）　評価結果のまとめ

様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 237ha

交付期間 40%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●
 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

なし
(既存自治会の組織基盤や活動体制がある程度整っているた
め、既存組織で対応)

都市再生整備計画に記載し、実施できた 今後も既存組織で対応していくとともに、自治会の活動を積極的に
支援し、地域コミュニティの活性化と持続可能なまちづくりを推進し
ていく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし
都市再生整備計画に記載し、実施できた
都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

その他の
数値指標２

まちづくり活動支援事業の実施過程において、住民参加のもと
で、花植え活動や草刈り活動を実施。

都市再生整備計画に記載し、実施できた
活動の広がりを応援するとともに、住民参画による協働のまちづく
りを推進していく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

・生活道路である（市）三峯線等の側溝整備を行ったことで、児童・生徒の通学路における交通安全が確保された。
・竹のからかい広場は、防災拠点並びに地域住民の憩いの場であるほか、国の重要無形民俗文化財である「竹のからかい」のアピールの場でもあり、青海駅前から続く竹のからかいシンボルロードと一体となって地域の魅力を
伝えている。

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度

○

地域の環境美化活動に取り組む住民への
支援により、住民のまちづくりに対する意識
が高まり、環境美化活動に積極的に参加す
る住民が増加した。

平成30年４月指標３
地域環境美化活動参加
者数

人 2,700 H24 3,000

指標２
避難所となる公園の未
整備率

％ 4.1 H24 2.0

H29 - 3,300

○
生活道路の改良整備により、安全で歩きや
すい歩行空間が創出され、歩行者の安全な
通行が確保された。

平成30年４月

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

H27 - 2.0 ○

竹のからかい広場の整備により、避難所機
能を有する公園が確保され、半径300ｍ以
内での避難可能な公園の未整備率の改善
につながった。

－

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値

新たに追加し
た事業

- － -

- － -

指標1
安全に通行できる人数
の増加率

％ 0 H24 36.2

交付期間
の変更

平成25年度～平成29年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

H29 - 38.6

当初計画
から

削除した
事業

道路（(市)南寺町1号線）
事業の緊急性を検討した結果、削除する方針となったため、
事業削除

対象事業から１路線を削除したことにより、指標1「安全に通
行できる人数の増加率」の目標値を修正

- － -

国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

道路（(市)三峯線、(市)青海通線、(市)ぬな川大坪線、(市)田海仲島1号線ほか、(市)南寺町1号線）、地域生活基盤施設（竹のからかい広場）

地域創造支援事業（竹のからかい広場（オブジェ））、事業活用調査（事後評価）、まちづくり活動推進事業（まちづくり活動支援事業）

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

－
変更なし

新潟県 市町村名 糸魚川市 地区名 青海地区

平成25年度～平成29年度 事後評価実施時期 平成29年度 交付対象事業費 141.5百万円

参考資料
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都市再生整備計画 （青海地区）　評価結果のまとめ

単位：％ 0 H24 36.2 H29 38.6 Ｈ29

単位：％ 4.1 H24 2.0 H27 2.0 Ｈ27

単位：人 2,700 H24 3,000 H29 3,300 Ｈ29

青海地区（新潟県糸魚川市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・整備した道路の維持管理に努めるとともに、地区内の他の路線についても、地区住民や通学児童・生徒の通行の安心安全を図る。
・竹のからかい広場での防災訓練の実施や防災イベントの開催など、防災面からの広場の有効活用を推進することにより、地域住民の防災意識を高め、地域防災力の向上を目指す。
・都市再生整備計画事業終了後も住民主体のまちづくり活動を継続的に続けるため、高齢化や資金の面も見据えた仕組みづくりを検討し、住民のまちづくり活動への参加意識を高めていく。
・津波対策も含め、残りの避難所となる空白地にも、避難所の役割としての機能を持つ公園・広場の整備や、避難ルートとなる道路機能の強化を検討する。

子どもからお年寄りまで安心して暮らせる、安全なまちづくり
　小目標１：安全に通学ができる生活の道づくり
　小目標２：安心して生活するための防災機能の充実

安全に通行できる人数の増加率

避難所となる公園の未整備率

地域環境美化活動参加者数

まちの課題の変化

・道路の側溝改修や路肩拡幅整備、歩道改修等により生活道路や通学路の安全な歩行環境が創出され、地区住民や通学児童・生徒の道路通行の安全性が確保された。
・竹のからかい広場の整備により地域の避難場所が確保されるとともに、半径300ｍ以内での避難可能な公園の空白地が縮減され、避難所となる公園の未整備率の改善につながったが、今後は津波の被害も想定し、避難所とな
る空白地の整備を進めていく必要がある。
・環境美化活動に取り組む住民等への支援によりまちづくりに対する住民意識が高まり、活動参加者数が増加し、地域コミュニティの活性化に寄与している。

■基幹事業 H25

(市)三峯線 側溝改修

L=200m W=7.8m

■基幹事業 H26

(市)青海通線 歩道改修

L=270m W=5.0m

（植樹枡移設35箇所)

■基幹事業 H26～H29

(市)ぬな川大坪線

道路改良(路肩拡幅・防護柵)

L=410m W=5.3m

■基幹事業 H27

竹のからかい広場

広場整備(1,521㎡)

■提案事業 H27

竹のからかい広場

オブジェ整備(1基)

■提案事業 H29
事後評価調査委託 一式

■提案事業 H25～H29
まちづくり活動支援事業

■基幹事業 H28～H29

(市)田海仲島１号線ほか

道路改良(側溝改修)

L=290m W=5.0～7.0m

基幹事業

提案事業

凡 例

(市)ぬな川大坪線 道路改良

(基幹事業 道路)

(市)青海通線 歩道改修

(基幹事業 道路)

(市)田海仲島１号線ほか 道路改良

(基幹事業 道路)

(市)三峯線 側溝改修
(基幹事業 道路)

竹のからかい広場

(基幹事業 地域生活基盤施設)


